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ィ    編 重のように答登におかすとして髄ぶ

までさまざまです。どんな加工品があて
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突畠には、撃答でぁる繋には事ない梨塞が

たくさん入つているので、大量や大量製路を
一緒に食べると栄養のパランスが良くなりま

す。れ答の皇来であるご敏とみそ拝のねみ合

わせはとても良しヽということです。
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当て字で 「魔滅 (まめ)」と薩われていたように、大豆には災いや病気

などの「魔を滅ぼす」力があると考えられていました。節分の夜に「鬼

は廉、稽は商」と、熊った哭量をまいて、晨よけ。篤鉱ぃ。楢拡ぃをし

た後、晶断|とょって整ぃますが弊齢の甑だけ畿つた突量を食六る(また

は年齢の数にひとつ加えます)と 病 気にかからないといわれています。


